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生涯学習、社会教育とは                 

                    新妻二男 

１．生涯教育とは 

 生涯教育は１９６５年のユネスコにおける第３回「成人教育推進国際委員会」

でのポール・ラングラン（ユネスコの成人教育課長）の提案が始まりです。 

 

①生涯教育の意味（語義）－「すべての人間がゆりかごから墓場まで、すなわ

ち誕生から死ぬまで幼児、児童、青年、成人の全生涯にわたって、教育や学習

を継続し、連続する過程」、あるいは「教育は人間が活きている限り継続される

べきものであり、教育はそのことによって個人と社会の永続的な要求に応えな

ければならないものとして編成される」と解されています。つまり、ラングラ

ンの提案は今後の教育の再編成・再構成に関する理念（アイディア）・原則を示

したものなのです。 

②生涯教育の意義－急激に変動する社会からの挑戦に、人間がその生涯を通じ

て対応していくために、生涯にわたる学習機会が必要とされるということ。そ

して、そうした人間の生涯を通じての学習機会を保障するためには、従来の教

育システム（制度や体制）を再検討し、再構成（再編成）する必要があること

の二点が上げられています。 

＊ちなみに、「急激な社会変動からの挑戦」に関してラングランは九つの課題

を挙げています。 

＊日本においてはユネスコの生涯教育論がいち早く紹介され、社会教育にお 

ける「学習機会の拡充」やリカレント教育などが政策課題となっています。 

 

２．生涯学習とは 

①ユネスコにおける生涯学習への転換－1985年のユネスコの第 4回国際成人教

育会議宣言、いわゆる「学習権」宣言が契機 

 ＊学習権を基本的人権の一つとして承認し、また学習権を人類が生き残るた

め不可欠な手段として位置付けています。 

②我が国における生涯学習への転換－1984年の臨時教育審議会の答申以降 

 ＊教育という用語が持つ強制性の忌避や学習者の目線に立っての用語の転換

と説明されています。－教育における「自己責任論」、「民営・民活論」等

の登場 

③両者の生涯教育から生涯学習への用語の転換は期せずしてほぼ同時期 

 ＊両者の用語の転換の意味するところは？－生涯教育と生涯学習は同義語？

語感の違い？概念（意味・内容）の違い？ 
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３．我が国における生涯学習と社会教育の課題 

①我が国の教育制度と生涯学習（生涯教育）の関係  

 我が国の戦後の教育制度（法体系）を概観すれば、日本国憲法の下に教育基

本法があり、教育基本法の下に学校教育法と社会教育法が位置付いています。

ということは、教育には学校教育と社会教育の二つの教育領域と制度が並存し

ているということ、換言すれば、我が国の教育は学校教育と社会教育の二つの

教育制度と教育領域で構成されていて、生涯教育であれ生涯学習であれその実

現にはこの二つの教育領域と制度の充実・発展を図ることでしか、対応できな

い構造になっています。 

＊生涯教育・生涯学習と社会教育が並列に扱われたり、生涯教育や生涯学習が

社会教育とは別物扱いされていることに遭遇することがありますが、社会教

育の充実・発展を抜きに生涯教育・生涯学習の推進はありえないのであり、

また語れないのです。 

＊なお、学校教育も生涯教育・生涯学習の基礎・基盤であり、生涯教育・生涯

学習の推進に不可欠な教育領域なのですが、社会教育以上に生涯教育・生涯

学習とは一線を隠した教育領域、またはもっとも縁遠い教育領域と捉えられ

る傾向があります。 

 

②我が国の社会教育をめぐる問題 

私は生涯教育・生涯学習の根幹が社会教育であると捉えられない要因として、

教育制度の一方の柱である社会教育についての認識をめぐる問題があると捉え

ています。具体的には、憲法に規定される「国民の教育権」実現のための公教

育である社会教育への関心の低さと弱体化の問題です。 

 社会教育は制度的に見れば、「学校教育の教育課程として行われる教育活動」

を除いた教育活動であり、学校以外で行われる教育活動はすべて社会教育とな

ります。その意味で、社会教育は「国民の教育権」を日常の場で保障すること

を目的にした教育活動なのです。加えて社会教育は、国民自らが行う教育活動

（「自己教育」と言う）であり、国及び地方公共団体はそれを「奨励」するのが

「責務」となっています。 

 ＊なお、「奨励」は地方公共団体（なかでも市町村）による「公民館」、「図書

館」、「博物館」（博物館法に基づく博物施設）等の社会教育施設の設置と運

営がその要なのですが、社会教育施設は次第に住民生活やコミュニティに

身近な存在ではなくなりつつあります。 

 

 

 



【講義】「生涯学習の理念と社会教育」 資料 

3 

 

③生涯学習（生涯教育）推進に向けた社会教育の課題  

社会教育は国民（住民）の「実際生活に即して」行われるものであり、「生活

に必要な文化的教養」を獲得する営みです。その活動の場、そして居場所が社

会教育施設なのです。 

 私たち社会教育関係者は国民（住民）の「実際生活」がどうなっているのか、

何が解決すべき課題なのか等を把握し、住民の生活向上、生活課題解決に必要

な文化的教養の獲得に資する活動を組み立てていく必要があります。それがま

た、社会教育職員の専門性なのです。 

 今、国際的には社会教育（国際用語としては成人教育）に人権としての学習

権を承認し、「よりよく生きていく」ための学習・文化活動を保障するための活

動が期待されています。          その期待に応えるためにも私た

ちは社会教育の原点に立ち返って、「権利としての社会教育」を再確認すると共

に現代における住民の「実際生活」に即した文化的教養の内実を再構成するこ

とが求められているのです。 

社会教育にもグローカル（グローバルな視野に立って、ローカルで活動する）

な視点が必要だということです。 

＊例えば、「実際生活」に即した文化的教養を現代社会のなかで再構成すると

すれば、外せない課題（内容）として、「国際化・グローバル化」、「情報化・

デジタル化」、「男女共同参画・ジェンダー」、「環境・エネルギー」、「少子・

高齢化」、「防災」、「芸術・文化・スポーツ」、「生きがいづくり」、「孤独・孤

立の解消と絆づくり」等々枚挙に暇がないほど存在しています。こうした現

代的課題がローカルな場でどう出現しているのかを把握し、それにどう向き

合うのか、そしてそれらを改善・解決するための知恵と力をどのように獲得

するのかが問われているのです。 

＊そのためにも社会教育関係者は人と人をつなぎ、他組織・団体とつながる（連

携する）扇の要の役割、すなわちコーディネート能力が求められているので

す。 

 

 

 

・生涯学習（生涯教育）も社会教育もシンプルに捉え、原則（本来の目的・役

割）を忘れないように。 

・できることから一歩ずつ。 

  


